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〈本日の説明〉

１．平成29年度全国学力・学習状況調査

○ 今年度の調査結果について

○ 課題及び指導改善のポイント

２．平成29年度奈良県学力・学習状況調査

○ 今年度の調査結果について

○ 課題及び指導改善のポイント

３．今後の授業の在り方
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奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

中学校数学Ａ全国平均正答率 ６４．６％ 県平均正答率

６５％
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果

中学校数学Ａ
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奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

(1) 68.9 67.4 1.1 1.0

(2) 89.7 90.6 2.7 2.5

(3) 32.0 30.7 20.9 19.7

(1) 70.0 67.0 2.7 2.9

(2) 90.7 90.1 0.5 0.4

(3) 79.9 80.2 0.7 0.6

(4) 55.8 51.8 9.2 9.7

(1) 46.0 43.1 0.7 0.6

(2) 65.8 69.4 1.2 0.9

(1) 79.3 78.6 4.7 4.9

(2) 50.0 49.1 1.0 0.9

74.7 74.3 10.6 10.1

18.2 20.6 24.1 20.6

円柱の体積を求める

錯角の位置にある角について正しい記述を選ぶ

n 角形の１つの頂点からひいた対角線によって分けられる三角形の数を選ぶ

証明で用いられている三角形の合同条件を書く

8

与えられた方法で作図された四角形が，いつでも平行四辺形になることの根拠となる
事柄を選ぶ

半径が５cm，中心角が120°の扇形の弧の長さを求める

△ＡＢＣを，点Ａから点Ｐに移すように平行移動した図形をかく

直方体において，与えられた辺に平行な面を書く

長方形の縦の長さと面積の関係を，「…は…の関数である」という形で表現する9

事柄「∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ，∠ＡＤＢ＝∠ＣＤＢならば，
ＡＢ＝ＣＢである。」の仮定をすべて書く

立方体の見取図を読み取り，２つの線分の長さの関係について，正しい記述を選ぶ

１回転させると円錐ができる平面図形として正しいものを選ぶ

問題の概要
問題
番号

角の二等分線の作図の根拠となる対称な図形を選ぶ

7

6

4
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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中学校数学Ａ
奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

(1) 85.2 84.6 7.0 7.3

(2) 58.3 57.1 9.6 9.6

(3) 36.2 34.4 21.3 20.8

(1) 75.1 75.9 10.4 10.1

(2) 50.8 56.0 2.0 1.7

68.6 67.6 1.0 1.1

63.7 63.0 2.0 2.2

(1) 26.5 28.6 9.5 9.6

(2) 43.6 45.5 16.7 15.0

(1) 80.5 78.0 1.7 1.8

(2) 77.7 78.3 7.8 7.9

反復横とびの記録の範囲を求める

６月１日から30日までの記録を表した度数分布表から，ある階級の相対度数を求める

さいころを投げるときに「同様に確からしい」ことについての正しい記述を選ぶ
15

14

問題
番号

一次関数のグラフの傾きと切片の値を基に，式で表すことができる

12

変化の割合が２である一次関数の関係を表した表を選ぶ

13

線香が燃えるときの時間と長さの関係を表したグラフを基に，２cm燃えるときの時間を
選ぶ

二元一次方程式が表すグラフを選ぶ

赤玉３個，白玉２個の中から玉を１個取り出すとき，その玉が赤玉である確率を求め
る

11

比例 y ＝４x  について，x  の値が３のときの y  の値を求める

反比例の表から比例定数を求める

比例のグラフから式を求める

問題の概要
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中学校数学Ａ 平均正答率と無解答率（奈良県）
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３番(2)
一元一次方程式

をつくる

９番
関数の形

で表現する

４番(3)
扇形の弧の長さ
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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折り紙の枚数

６枚ずつ配ると

８枚ずつ配ると

奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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Ａ３(2) 【方程式の解き方とその利用】 １年A 数と式 (3)ウ

折り紙を何人かの生徒に配るのに、１人に６枚ずつ配ると16枚余ります。また、１人
に８枚ずつ配ると４枚たりません。生徒の人数を求めるために、生徒の人数をｘ人と
して、方程式をつくりなさい。ただし、つくった方程式を解く必要はありません。

県平均
正答率

52.4％

無解答率

18.4％
・・・

４枚足り
ない

（出題の趣旨）具体的な場面で一元一次方程式をつくることができる

図と関連付けて解いてみよう

16枚余る

・・・

配った枚数



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

13

Ａ３(2)

折り紙を何人かの生徒に配るのに、１人に６枚ずつ配ると16枚余ります。また、１人
に８枚ずつ配ると４枚たりません。生徒の人数を求めるために、生徒の人数をｘ人と
して、方程式をつくりなさい。ただし、つくった方程式を解く必要はありません。

折り紙の枚数

６枚ずつ配ると

８枚ずつ配ると

・・・ 16枚

・・・
４枚

言葉、式、図（場面）を別々にするのではなく、
関連付けて考える。

折り紙の枚数を２通りの方法で表すとき
（６枚ずつ配った枚数）＋１６＝（折り紙の枚数）
（８枚ずつ配った枚数）－ ４＝（折り紙の枚数） とできる。



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

（出題の趣旨）二元一次方程式の解の意味を理解している

Ａ３(3) 【 の解の意味について選ぶ】 ２年A 数と式 (2) ア

14

県平均正答率

59.0％

整数の値の組だ
けを解と考える
生徒が多い。

○目の前の子どもたち
のつまずきに気付く

○適切な指導を行う

誤答の類型分析



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

（出題の趣旨）二元一次方程式の解の意味を理解している

Ａ３(3) 【 の解の意味について選ぶ】 ２年A 数と式 (2) ア 全国平均正答率

60.2％
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奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

中学校数学Ｂ
全国平均正答率 ４８．１％

県平均正答率

４８％
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奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

(1) 68.1 67.5 0.2 0.2

(2) 13.9 14.0 20.7 17.7

(3) 52.3 52.8 0.4 0.3

(1) 79.4 80.4 1.3 1.3

(2) 43.0 44.1 9.7 8.3

(3) 13.5 14.5 29.9 23.4

問題
番号

問題の概要

隣り合う４枚の正三角形の真ん中の１枚をある模様としたときに，残りの３枚にできる
模様を選ぶ

六角形を n 個つくるのに必要なストローの本数を，

６＋５（n －１）という式で求めることができる理由を説明する

六角形を n 個並べて囲んだときに，２回数えているストローを n を用いた式で表す2

六角形を５個つくるのに必要なストローの本数を求める

与えられた模様となるような万華鏡を作りたいときに，その基となる正三角形の模様
を選ぶ

1
四角形ＡＢＣＤの模様が１回の回転移動によって
四角形ＢＥＦＧの模様に重なるとき，どのような回転移動になるかを説明する
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果

中学校数学Ｂ
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奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

(1) 90.1 90.8 3.5 3.5

(2) 16.4 18.4 38.8 33.4

(3) 45.9 43.2 18.5 17.5

(1) 49.7 44.1 20.0 20.3

(2) 63.9 60.0 10.3 10.9

(3) 43.9 44.5 1.0 0.9

(1) 79.9 79.3 6.1 5.9

(2) 49.0 50.3 0.8 0.8

(3) 13.9 17.6 37.7 31.2

問題
番号

問題の概要

∠ＢＡＤと∠ＣＢＥが20°のとき，∠ＢＥＡの大きさを求める4

２つの角の大きさが等しいことを，三角形の合同を利用して証明する

与えられた式から，a の変域に対応するb の変域を求める

3 与えられた表やグラフを用いて，貯水量が1500万m3になるまでに５月31日から経過
した日数を求める方法を説明する

与えられた表やグラフから，５月31日から４日経過したときに貯水量が2820万m3で
あったことを表す点を求める

「420分未満より420分以上の女子の方が,合計点が高い傾向にある」と主張できる理
由を，グラフの特徴を基に説明する

１週間の総運動時間が420分のとき，含まれる階級の度数を求める

全校生徒の女子の中で，若菜さんの１週間の総運動時間が長い方かどうかを判断す
るための根拠となる値として適切なものを選ぶ

5

点Ｄと点ＥをＢＤ＝ＣＥの関係を保ったまま動かしたとき，∠ＢＦＤの大きさについて，正
しい記述を選ぶ
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ダムの
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果

中学校数学Ｂ 平均正答率と無解答率（奈良県）
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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B２ 【事象を多面的に見ること（ストローの総数）】 １年A 数と式 (2)ア
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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B５ 【情報の適切な選択と判断（運動時間の調査）】 １年D 資料の活用 (1)アイ
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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新学習指導要領の目指す育成すべき３つの資質・能力の１つである「未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等を身に付ける」こと対して

〇資料から情報を読み取ること
〇それを根拠に主張の正誤を判断すること
〇資料を基に、判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること

に課題があり、その改善に向けて、どの学年でも取り組むごとが必要である。

学年 内　　容
小学１年 絵や図を用いた数量の表現
小学２年 簡単な表、グラフ
小学３年 表、棒グラフ
小学４年 折れ線グラフ、二次元表
小学５年 帯グラフ、円グラフ
小学６年 比例、反比例、度数分布、柱状グラフ
中学１年 比例、反比例、資料の散らばりと代表値

柱状グラフ(ヒストグラム)、度数分布多角形
中学２年 一次関数
中学３年 ２乗に比例する関数、標本調査
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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〇資料の傾向を的確
にとらえること

〇資料を基に、だされた
判断の理由を数学的な
表現を用いて説明する
こと

県平均正答率

13.9％
無解答率

37.7％
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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８番
記述式 20番(2)

記述式

20(2)番
割合

７(2)番
時速
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H29年奈良県学力・学習状況調査 中学校１年数学 20番(2) 【帯グラフ】 ５年Ｄ 数量関係 (4) 

県平均正答率

31.1％
無解答率

7.8％

奈良県学力・学習状況調査の結果概要
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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奈良県教育委員会

今後の授業の在り方

【数学科において、どんな学習が必要か】

○ 解き方の指導だけでなく、考え方を大事に指導していただきたい。

言葉、式、図（場面）を別にするのではなく、関連付けて考える。

○ 子どもたちが、積極的に疑問をもつような問いかけをしていただきたい。

教員自身が問いをもち、学び続ける。

○ 全国学力・学習状況調査やアイデア例を活用し、指導改善状況を検証していただきた
い。

正誤を測るだけでなく、自らの考えを、言葉、式、図（場面）を用い、
説明できることを目標にする。
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奈良県教育委員会

今後の授業の在り方

○ 各問題は未来社会を切り拓く力を数学科を通して表現したもの。
調査結果から見いだされた課題の改善に向け、他教科においても取り組んで
いただきたい。

※国語・数学の先生だけでなく、まずは全教員が調査結果から課題
を共有する。

※各教科等を横断して学校全体で指導改善・授業改善に取り組む。

【校内研修の実施】

※授業において適用問題、アイデア例などを活用する。
※指標を基に、指導改善状況を検証する。

【検証の実施】

38


